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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご紹介いただきました観光文化部の小林宏至です。

感染症パンデミックとなったこの2年間は、世界中の皆様にとって、

暗闇の長いトンネルをくぐり抜けてまいりました。
(次頁へ)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
特に今回、第二回目となるシンポジウムにご参加いただいている旅行・観光産業の皆様においては、
 
明るい兆しが再三、再四、訪れてはまた暗くなり、また訪れては消えてと

結果的に長い、長い暗闇のトンネルだったと思います。�(次頁へ)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まもなく夜明けのプレリュードを迎えそうなこの時期に、中部横断自動車道の全線開通が

観光産業の反転攻勢のトリガーとなり、追い風が吹き出しました。

そして出口の先に現れるのが
(次頁へ)

それが、新しい山梨。�





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それが、新しい山梨。�
(次頁へ)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○さらに山梨の観光には　新しい風が吹き込んでいます。�
○素材のままで眠っている資源を掘り起こし、その価値を十全に引き出すことで、�　　
　　新たな山梨の魅力として、来訪する皆さんとその恵みを分かち合えるやまなし。

○事実、直近のGWの全県観光地点統計では全エリアで、昨年を上回る観光客が訪れており
 
　　特に峡南地域は感染症蔓延前の対２０１９年比、８０％強の回復結果でした。�
○しかしまだ、山梨の観光は進化の途上にいます。

(次頁へ)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

○本県は観光業を始め、様々な事業者の皆様に『やまなしＧＺ認証制度』により感染症対策の強化を実施しております。

　　また宿泊関連施設においてはワーション促進、グランピング設備の改修、さらに二拠点居住施設や古民家の改築など

　　非接触システム導入や高付加価値化など、滞在環境の整備して、来る近未来の準備をしてまいりました。


○このような状況の中、昨年後半以降、山梨へ訪れる観光客の傾向や動向が変化しております。

　その代表的な3点を上げさせていただきます。

(次頁へ)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○第一に、需要形態の変化です。未就園児を抱えた若年夫婦の家族旅行、共通の趣味を持つSNSグループ旅行、

　個人事業者のワーケーション旅行などが増えております。その中で、最も注目される変化は山梨に訪れる修学旅行の増加です。
 
　コロナ禍での修学旅行実施は、「少ない感染者」の中で「自然体験できる」という魅力で、山梨を選ばれてきた学校様が数多くあり

　昨年度の中学校・修学旅行の目的地ランキングは全国で３位となりました。

　しかし感染症が落ち着きつつある本年も、修学旅行の新しい目的地として選ばれ、多数のお問い合わせをいただいている状況であります。
 
　


LB EEHEBENSDT thlg‘epf'
|3 EE A S D B L&%@h
SR AR OD%TRHS‘ZZ‘UE’



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○第2に来訪者エリア・商圏の変化です。
コロナ前、２０１９年以前は東京・千葉・神奈川・埼玉・首都圏や群馬・栃木・茨城の
関東圏が主体でありました。

○ところが昨年の秋以降は静岡の遠州地区・愛知・岐阜・三重などの中京圏からの観光客が増加しております。皆様も街で見かける車のナンバーが変化していることにお気づきになっているでしょう。

これは正に中部横断自動車道の全線開通が起因となっていると思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　最後に第3の変化は、旅人の旅行目的ニーズの変化です。

　泊まるホテルや旅館選び、一世を風靡したキャッチコピーの「みる・たべる・あそぶ」という旅行スタイルが従来の選択基準でした。

　昨今では『静かな自然空間で癒されたい』　『自己の限界へ挑戦したい』　『匠の技を教わり創り出したい』など

　旅人の多様性が加わり、　訪れたあらゆる人が　『自分なりの楽しみや感動に出会える環境を求める』傾向になってまいりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご参加の旅行業界、旅館業、ホテル業、観光施設の皆様から　新しい取り組、今後の課題や構想などをお聞きして

明るい未来に向けての夢をかたり、新しい観光産業を考察する機会としたい。

全国に先駆け、独自の政策を創造し、未知の天敵に負けない山梨を作り上げてきた長崎県政の実行力と

未曾有の危機を知恵と工夫で生抜いてきた観光産業の皆様の忍耐力。

お互いの積み重ねてきた能力を融合して、共生社会の推進をする。

そして、多様性に応える新しいやまなし観光の架け橋となるシンポジウムにできればと思っております。

本日はどうぞよろしくお願い致します。
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